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鉄筋による砂斜面の補強法に関する室内実験 〔ⅠⅠ〕
⊥⊥補強材の長さの影響-
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1. は じ め に

本報告では,無補強斜面の破壊のしかたの観察に基づ

き,まずその破壊を最小主ひずみ6,を抑制することによ

り生じにくくする方法について研究した.すなわち,捕

強材には引張力が発生するようにして斜面内に配置し

た.その結果,以下に示すように原理的にはこの考え方

による補強法は効果的であることが分かったが.補強材

の長さおよび配置密度と補強効果の間の関係は必ずしも

線型ではないことが判明した.

2.引張補強材の配置計画

図-11は,補強材を配置していない斜面の場合の載荷

前からピーク強度時までに生じたひずみ増分の分布図

で.図111(a)は最大主ひずみ増分 il(圧縮ひずみ)と

最小主ひずみ増分 i3(伸びひずみ)のそれぞれの方向と

その大きさを表し.図-ll(b)は,伸び縮みの生じていな

い方向 (Zero-extension方向)とその方向のせん断ひず

みの半分(チ/2)を表している (図-12).これらの図は,

前述した土樽側壁面の摩擦軽減用の砂に接しているメン

ブレンにあらかじめ書かれている多数の三角形分割要素

を載荷直前とピーク荷重時に写真撮影することによって

得た.すなわち,写真から要素の格子点の変位を読みと

り,写真上の変位から原位置での変位への変換は全て5

部村井研究室の協力を得て写真測量の技術を用いて行っ

た.これらの図から.ピーク強度時ですでにひずみが卓

越しているすべり領域が明確に現れていることがわか

る.また,Zero-extension(図-12参照)方向のベクトル

を包絡した方向に大略すべり層が生じている｡

この実験でフーチング最大荷重時にすでにすべり層が

斜面内に明確に形成されていることは,水平地盤のフー

チング支持力実験の場合と相当異なっている.後者の場

合5)では,フーチング最大荷重時にはすべり層は完全に

は形成されておらず,今回の斜面実験の場合よりもはる

かに大きな程度の進行性の破壊が生じている｡今回の斜

面実験ではすべり層の方向の回転の量が小さいことが主

な理由で,すべり層に沿う破壊の進行性の程度が小さい
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図11 無補強模型砂斜面内にピーク荷重までに生じたひずみ

の分布(a)主ひずみの方向とその大きさ,(b)伸び縮み

のない方向とその方向のせん断ひずみの大きさの1/2
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図12 ひずみの説明図

のであろう.

図-11に示すひずみ分布が合理的であるかどうか若干

理論的に検討した.理論的に正しいひずみ分布は解析対
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